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1.   本投資信託説明書（交付目論見書）により行う「アムンディ・インドネシア ファンド」
の受益権の募集については、委託会社は、金融商品取引法（昭和23年法第25号）第5条
の規定により有価証券届出書を平成22年3月26日に関東財務局長に提出しており、平成
22年4月11日にその届出の効力が生じております。

2.  本投資信託説明書（交付目論見書）は金融商品取引法（昭和23年法第25号）第13条の
規定に基づく目論見書のうち、同法第15条第2項の規定に基づき、投資家がファンドを
取得する際にあらかじめまたは同時に交付を行う目論見書です。
また、当該有価証券届出書第三部の内容を記載した投資信託説明書（請求目論見書）に
ついては、販売会社を通じて投資家の請求により交付いたします。なお、販売会社に投
資信託説明書（請求目論見書）をご請求された場合には、その旨をご自身において記録
しておくようにしてください。

3.  ｢アムンディ・インドネシア ファンド」の受益権の価額は、同ファンドに組入れられてい
る有価証券等の値動きや為替の変動による影響を受けますが、これらの運用による損益
はすべて投資家の皆さまに帰属いたします。

4. 当ファンドは投資元本及び分配金が保証されているものではありません。

（投資信託についての一般的な留意事項）

投資信託は、その商品の性格から次の特徴をご理解のうえご購入くださいますようお願い申
し上げます。

・投資信託は預金ではなく、預金保険の対象とはなりません。

・投資信託は保険契約ではなく、保険契約者保護機構の保護の対象とはなりません。

・銀行を通じてご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象とはなりません。

・投資信託の設定・運用は投資信託委託会社が行います（銀行は販売の窓口となります）。

・ 投資信託は値動きのある証券（外貨建資産には為替変動リスクがあります）に投資するため、
投資元本及び分配金が保証された商品ではありません。

・ 投資した資産の価値の減少を含むリスクは、投資信託をご購入のお客さまが負うことにな
ります。

・ 投資信託のご購入時にはお申込手数料、保有期間中には信託報酬及びその他の費用等がか
かります。

・投資信託のお申込みに関しては、クーリングオフの適用はありません。

（金融商品の販売等に関する法律に係る重要事項）

当ファンドは、主に外国株式に投資しますので、当該株式の価格の下落や当該株式の発行体
（企業）の倒産や財務状況の悪化及びそれらに関する外部評価の変化等により、基準価額は
影響を受け、損失を被り投資元本を割込むことがあります。また、為替の変動（円高となっ
た場合等）により当ファンドが投資する外貨建資産の円貨建価値が下落し、基準価額が下落、
損失を被り投資元本を割込むことがあります。
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ファンドの概要

当概要は、投資信託説明書（交付目論見書）本文の記載内容を要約したものです。
詳細につきましては、各該当箇所をご覧ください。

ファンドの名称 アムンディ・インドネシア ファンド
愛称：ガルーダ

商 品 分 類 追加型／海外／株式
詳しくは後記〔ファンドの商品分類〕をご参照ください。

ファンドの目的 インドネシアの株式を主要投資対象とし、中長期的な信託財産の成
長を目指して運用を行います。

主な投資対象 インドネシアの株式を主要投資対象とします。

信 託 設 定 日 平成22年4月28日（水）

信 託 期 間 平成22年4月28日（水）～無期限

決 算 日 年2回（3月15日及び9月15日、休日の場合は翌営業日）

収 益 分 配 毎決算時に、収益分配方針に基づいて分配を行います。

申 込 期 間

当初申込期間：平成22年4月12日（月）～平成22年4月27日（火）
継続申込期間：平成22年4月28日（水）～平成23年6月15日（水）
ただし、ファンドの休業日※にあたる場合は、お申込みできません。
※  東京証券取引所の休業日、インドネシア証券取引所の休業日またはシン
ガポールの祝休日のいずれかに該当する場合を指します。

申込期間は、前記期間満了前に有価証券届出書を提出することによって
更新されます。

募 集 上 限 当初申込期間：上限　300億円
継続申込期間：上限1,000億円
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お 申 込 単 位 1円または1口を最低単位として販売会社が定める申込方法及び
単位とします。

お 申 込 価 額 当初申込期間：1口当たり1円
継続申込期間：申込受付日の翌営業日の基準価額

途 中 換 金

原則として、毎営業日換金（解約）できます。
ただし、ファンドの休業日にあたる場合は、お申込みできません。
「換金請求」または「買取請求」によりお申込みいただけます。
買取のお取扱いについては販売会社によって異なりますので、お申
込みの販売会社にお問合せください。

換 金 単 位 1口を最低単位として販売会社が定める単位とします。

換 金 価 額 換金請求受付日の翌営業日の基準価額

換 金 代 金 の
お 支 払 い

換金請求受付日から起算して、原則として6営業日目から販売会社
においてお支払いします。

委 託 会 社 クレディ･アグリコル アセットマネジメント株式会社

投 資 顧 問 会 社 アムンディ・シンガポール・リミテッド

受 託 会 社 株式会社 りそな銀行

【基準価額、換金価額及び販売会社について委託会社の照会先】

クレディ･アグリコル アセットマネジメント株式会社　お客様サポートライン
電話番号：0120-202-900（フリーダイヤル）

受付時間：月曜日～金曜日(祝休日を除く)の午前9時～午後5時
（半日営業日は午前9時～午前11時半）

インターネットホームページ：http://www.caam.co.jp
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ファンドの特色

当ファンドは、インドネシアの株式を主要投資対象とし、
中長期的な信託財産の成長を目指して運用を行います。

信託金の限度額は300億円です。ただし、委託会社は、受託会社と合意のうえ、当該限度額を変更するこ
とができます。

1　 インドネシアの株式を主要投資対象とし、中長期的な信託財産の成長を目指して運用を
行います。 

2　 独自のリサーチを重視したボトムアップ・アプローチ（個別銘柄の選択）に基づき、投資テー
マ等を考慮し、運用を行います。

3　外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。
4　 運用にあたっては、投資一任契約に基づいてアムンディ・シンガポール・リミテッドに運用
の指図に関する権限を委託します。

〔イメージ図〕
申込金

分配金
償還金
換金代金

投　資

損　益

インドネシアの
株式受益者 アムンディ・インドネシア ファンド

（愛称 ： ガルーダ）

投資ユニバース
インドネシアの株式の中から、各銘柄の出来高（流動性）

を精査し、投資ユニバースを決定

投資銘柄候補
以下の主要項目に基づき、投資銘柄候補を決定

①企業訪問 ②独自のリサーチ ③投資テーマ ④バリュエーションの評価・分析 
⑤市場データ

ポートフォリオの構築
ボトムアップ・アプローチによる銘柄選択とトップダウン・アプローチによる

業種別配分の両面からポートフォリオを構築
ステップ４

ステップ１

業種別配分
以下の主要項目に基づき、業種別配分を決定

①マクロ経済・市場シナリオ分析　②投資戦略　③投資テーマ
ステップ３

ステップ２アムンディ・
インドネシア ファンド
運用プロセス

アムンディ・シンガポール・リミテッド （当ファンドの投資顧問会社）
当ファンドに係る運用の指図権限は、アムンディ・シンガポール・リミテッドに委託します。
アムンディ・シンガポールは1989年以来、アセアンの中核であるシンガポールに拠点を有し、アセアン諸国をカバーするリ
サーチ体制を築いています。運用に関しては、ボトムアップ・アプローチに重点を置き、有望な銘柄の選別を行います。当ファ
ンドの運用に関して、アムンディ・シンガポール・リミテッドはアムンディ・ホンコン・リミテッドから運用に関するアドバイス
を受けます。

＊ 資金動向、市況動向の急激な変化が生じたとき等ならびに信託財産の規模によっては、上記のような運用
ができない場合があります。
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ファンドの主な投資リスク及び留意点

以下に記載する投資リスク及び留意点は当ファンドの投資信託説明書（目論見書）に記載するものの
うち、一部の要約であり、当ファンドに係る全ての投資リスク及び留意点を網羅するものではありま
せん。
詳細は投資信託説明書（目論見書）後記の「ファンドの主な投資リスク及び留意点」をご参照
ください。

当ファンドは、値動きのある資産（外貨建資産には為替変動リスクもあります）に投資しますので、基準価
額は変動します。従って、当ファンドは、投資元本が保証されているものではありません。信託財産に生じ
た利益及び損失は、全て受益者に帰属することとなります。当ファンドにおける主な投資リスクは次のと
おりです。これらの投資リスクにより、当ファンドの基準価額は下落する可能性があり、損失を被り投資
元本を割込むことがあります。

主な投資リスク 主な投資リスクの内容（損失が生じる恐れがある理由）

価格変動リスク

当ファンドは主にインドネシアの株式に投資を行いますので、ファンドの基準価額は組入
れられた株式の価格変動の影響を受け、変動します。株式の価格はその発行体（企業）の
経営状況、財務状況、一般的な経済状況や金利、証券の市場感応度の変化等により変動
します。従って、組入れられた株式の価格が下落した場合には、当ファンドの基準価額も
下落し、損失を被り投資元本を割込むことがあります。

インドネシアの株式へ
の投資に関するリスク
（カントリーリスク）

当ファンドは主にインドネシアの株式を投資対象としています。一般にインドネシアの
証券市場は欧米等の先進国の証券市場に比べ市場規模や取引量が小さく、市場の流
動性が低くなる事態が生じる可能性が高いと考えられます。そのため、インフレ、国際
収支、外貨準備高の悪化、政治不安や社会不安あるいは他国との外交関係の悪化など
が株式市場や為替市場に及ぼす影響は先進主要国以上に大きくなることが予想されま
す。また、当該国の政変、経済事情の変化等により市場が混乱した場合や、政府当局によ
り有価証券取引、為替取引等に対して新たな規制や税制が導入された場合等には、証券
市場、金融市場が大きな影響を受け、ファンドの基準価額が大きく変動する可能性があ
り、損失を被り投資元本を割込むことがあります。
新たな通貨規制、資本規制等が導入された場合には、投資資金を日本へ回金することが
困難になる可能性があります。

為替変動リスク

外貨建資産に投資した場合は、為替変動によって重大な損失が生じるリスクがあります。
当ファンドが投資する外貨建資産については原則として為替ヘッジを行いませんので、
為替変動の影響を大きく受けます。円高になった場合、投資する外貨建資産の円貨建価
値が下落し、ファンドの基準価額が下落する要因となり、損失を被り投資元本を割込む
ことがあります。

信用リスク
株式の発行体（企業）が破産した場合は、投資資金を回収することができなくなることが
あります。その結果、当ファンドの基準価額が下落し、損失を被り投資元本を割込むこと
があります。

主な留意点 主な留意点の内容

分配金に関する
留意点

当ファンドは、毎決算時に、原則として収益分配方針により分配を行いますが、分配金額
はあらかじめ確定しているものではなく、ファンドの運用状況（基準価額水準及び市況
動向）等によっては分配を行わないこともあります。

その他の留意点 当ファンドはインドネシアの株式に限定して投資を行うため、十分な分散投資効果が得
られない場合があります。
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●お客さまに直接ご負担いただく費用及び税金（個人のお客さまの場合）

時　　期 項　　目 費　用・税　金

お申込時 申込手数料
3.15％（税抜3.0％）を上限として、販売会社が定める
率を申込受付日の翌営業日の基準価額（当初1口=1円）
に乗じて得た金額とします。

途 中
換 金 時

信託財産留保額 ありません。

所得税及び
地 方 税

換金価額から取得費（お申込手数料等を含む）を控除した
利益（譲渡益）に対して課税されます。

収 益
分 配 時

所得税及び
地 方 税 普通分配金に対して課税されます。

償 還 時 所得税及び
地 方 税

償還価額から取得費（お申込手数料等を含む）を控除した
利益（譲渡益）に対して課税されます。

当ファンドの収益分配金は、配当控除 ･ 益金不算入制度の適用対象外となります。
上記は、平成22年2月末現在の税法に基づき記載しております。
税法が変更 ･ 改正された場合は上記の内容が変更になることがあります。
当ファンドの会計上 ･ 税務上のお取扱いについては、あらかじめ会計士･税理士にご確認く
ださい。

●お客さまに間接的にご負担いただく費用（保有期間中にファンドが負担する費用）

信託報酬 純資産総額に対して年率1.701%（税抜1.62％）を乗じて得た金額が
日々かかります。

その他の
費 用

上記の信託報酬以外に信託事務等の諸費用、監査報酬及び組入有価証券
の売買委託手数料等が信託財産中から支払われます（その他の費用につい
ては、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を
示すことができません）。

なお、費用の合計額は、お申込金額や保有期間等に応じて異なりますので、表示することは
できません。

詳しくは投資信託説明書（目論見書）後記の「ファンドにかかる費用・税金」をご参
照ください。
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